
第３２１０号
毎月３、１８日発行
１  部  ４０  円（ ）

Ｊ
Ｒ
各
社
の
回
答
は
、
３
月
14

日
の
西
日
本
会
社
ベ
ア
１
２
０

０
円
の
引
き
上
げ
、
年
間
臨
給

５
・
66
カ
月
（
夏
季
２
・
92
カ

月
、
年
末
２
・
74
カ
月
）
を
皮
切

り
に
、
15
日
に
東
海
会
社
ベ
ア
１

３
０
０
円
の
引
き
上
げ
、
夏
季
手

当
３
・
05
カ
月
、
16
日
に
北
海
道

会
社
は
17
年
連
続
ベ
ア
・
ゼ
ロ
、

東
日
本
会
社
が
基
本
給
×
０
・

25
％
（
平
均
賃
金
改
善
額
１
３
２

８
円
）
、
九
州
会
社
ベ
ア
３
０
０

円
（
嘱
託
社
員
２
０
０
円
）
、
夏
季

手
当
２
・
52
カ
月
、
貨
物
会
社
３

０
０
円
、
23
日
に
四
国
会
社
は
17

年
連
続
ベ
ア
・
ゼ
ロ
、
夏
季
手
当

１
・
94
カ
月
（
２
・
34
カ
月
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
含
む
）
で
あ
っ
た
。

４
月
１
日
～
２
日

に
か
け
て
、
Ｊ
Ｒ
各

社
で
入
社
式
が
行
わ

れ
、
夢
と
希
望
を
持

っ
た
新
入
社
員
の
姿

が
見
ら
れ
た
。
国
労

は
、
新
入
社
員
を
歓
迎
し
加
入
を

求
め
る
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
各
地
で

展
開
し
た
▼
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
入
社

式
は
４
月
２
日
に
行
わ
れ
、
東
日

本
本
部
は
青
年
部
を
中
心
に
前
日

か
ら
の
交
流
会
を
行
な
い
、
入
社

式
行
動
に
臨
ん
だ
。
当
日
は
、
青

年
・
女
性
部
員
が
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
や
宣
伝
物
を
配
布
し
な
が

ら
「
お
め
で
と
う
、
国
労
で
す
」
と

声
を
か
け
、
ア
ピ
ー
ル
の
横
断
幕

を
掲
げ
た
▼
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
が
経

過
し
た
が
、
こ
の
間
新
入
社
員
は

一
部
を
除
き
ほ
ぼ
全
員
多
数
派
組

合
に
加
入
し
て
い
る
。
そ
の
数
は

数
万
人
に
な
る
。
し
か
し
、
現
在
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
多

数
派
組
合
が
瓦
解
し
、
過
半
数
割

れ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
現

状
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
聞
か

れ
る
が
、
会
社
や
他
労
組
の
こ
と

を
詮
索
し
批
判
を
加
え
る
こ
と
よ

り
、
何
を
な
す
べ
き
か
に
集
中
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
▼
国
労
の
な

す
べ
き
課
題
は
、
組
織
拡
大
の
一

点
に
絞
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
加
入
に

結
び
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
否

か
は
、
国
労
の
意
思
に
か
か
っ
て

い
る
。
現
状
の
分
析
か
ら
、
全
体
が

動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
前
後
す
る

時
期
に
何
が
行
わ
れ
た
の
か
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
の
教
訓
を

も
う
一
度
思
い
起
こ
し
、
当
時
を

知
ら
な
い
若
い
仲
間
と
共
に
決
起

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
職
場
の

中
心
に
座
る
」
こ
の
こ
と
を
真
剣

に
考
え
る
時
が
来
て
い
る
。
新
入

社
員
＝
他
労
組
。
こ
の
流
れ
に
も

終
止
符
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
国
労
の
持
て
る
力
を
全
国
か

ら
「
今
」
発
揮
し
よ
う
。（
松
）
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３
・
11

東
日
本
大
震
災
か
ら

７
年
、
各
地
で
犠
牲
者
追
悼

３
・
15

京
都
地
裁
が
原
発

自
主
避
難
訴
訟
で
国
に
三
度
目

の
賠
償
命
令
▽
文
科
省
が
前
川

喜
平
前
事
務
次
官
の
名
古
屋
市

立
中
で
の
講
師
授
業
内
容
報
告

を
要
請
、
異
例
調
査
▽
自
殺
し

た
財
務
省
職
員
が
「
決
裁
文
書

を
書
き
換
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と

メ
モ
を
残
し
た
こ
と
が
判
明

３
・
16

原
発
自
主
避
難
訴

訟
で
東
京
地
裁
が
国
に
四
度
目

の
賠
償
命
令

３
・
23

財
務
省
職
員
が
大
阪

地
検
特
捜
部
の
任
意
聴
取
に「
改

ざ
ん
は
本
省
の
指
示
」と
説
明
▽

九
電
・
玄
海
原
発
３
号
機
が
再

稼
働
、５
原
発
７
基
目
▽
厚
労
相

が
裁
量
制
不
適
切
デ
ー
タ
撤
回
、

「
実
態
反
映
せ
ず
」

３
・
27

佐
川
氏
国
会
喚
問

「
訴
追
の
恐
れ
」
と
答
弁
拒
否

（ １ ）２０１８年４月１８日（水曜日）

北
海
道
・
四
国
の
２
社
が
今

年
も
ベ
ア
・
ゼ
ロ
回
答
す
る
な

ど
、
諸
手
当
等
の
改
善
な
ど
に
一

部
前
進
面
は
あ
り
つ
つ
も
、
Ｊ
Ｒ

各
社
の
格
差
は
益
々
拡
大
し
て

い
る
。

貨
物
会
社
で
は
19
年
振
り
に

有
額
回
答
が
出
さ
れ
た
。
し
か

し
、
国
労
の
要
求
と
大
き
く
か
け

離
れ
た
ベ
ア
３
０
０
円
の
回
答

で
あ
っ
た
た
め
、
３
月
16
日
に
闘

争
指
示
第
49
号
を
発
し
貨
物
会

社
に
再
回
答
を
求
め
３
月
23
日

正
午
ま
で
抗
議
行
動
を
展
開
し
、

同
日
、「
本
部
見
解
」
闘
争
指
示
第

54
号
を
発
し
、
18
年
春
闘
に
お
け

る
各
級
機
関
の
要
求
実
現
に
向

け
た
奮
闘
、
創
意
工
夫
し
た
取
り

組
み
に
改
め
て
感
謝
し
つ
つ
妥

結
す
る
こ
と
と
し
た
。

３
月
23
日
現
在
、
国
労
と
Ｊ
Ｒ

各
社
間
で
２
０
１
８
年
４
月
１

日
以
降
の
新
賃
金
に
つ
い
て
は

全
て
妥
結
し
た
。
な
お
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
テ
レ
コ
ム
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
７
年
度
の
決
算
結
果
を

踏
ま
え
、
夏
季
手
当
と
同
時
に
回

答
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
中
途
退
職
者

の
増
加
な
ど
も
あ
り
昨
年
よ
り

４
人
多
い
２
８
０
人
（
う
ち
女
性

25
人
）
。
Ｊ
Ｒ
札
幌
病
院
の
看
護

師
ら
34
人
と
合
わ
せ
て
式
に
臨

ん
だ
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
前
年
度
よ
り

29
人
多
い
１
８
５
３
人
（
女
性
５

７
０
人
）
。

Ｊ
Ｒ
東
海
は
前
年
度
よ
り
49

人
多
い
７
７
３
人
で
、
内
訳
は
総

合
職
90
人
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
職
27

人
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
６

３
６
人
、
医
療
職
19
人
、
弁
護
士

採
用
１
人
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
前
年
度
よ
り

８
人
多
い
６
６
２
人
（
女
性
１
９

０
人
）
。
内
訳
は
総
合
職
１
５
４

人
（
35
人
）
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
職
４
８
７
人
（
１
３
７
人
）
、
医

療
21
人
（
18
人
）
。

Ｊ
Ｒ
四
国
は
前
年
度
よ
り
22

人
多
い
１
３
１
人
（
女
性
31
人
）
。

内
訳
は
総
合
職
29
人
（
７
人
）
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
41
人
（
16

人
）
、
高
校
卒
43
人
（
８
人
）
。

Ｊ
Ｒ
九
州
は
前
年
度
よ
り
４

人
多
い
２
１
０
人
（
女
性
45
人
）
。

内
訳
は
総
合
職
27
人
（
６
人
）
、
専

門
職
１
７
７
人
（
34
人
）
、
看
護
師

な
ど
Ｊ
Ｒ
九
州
病
院
の
医
療
採

用
６
人
（
５
人
）
。

Ｊ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
は
本
年
度
の

新
入
社
員
23
人
（
女
性
８
人
）
。

鉄
道
総
研
は
本
年
度
の
新
入

社
員
20
人
（
女
性
３
人
）
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
本
年
度
の
新
入

社
員
２
０
４
人
（
女
性
40
人
）
。
内

訳
は
本
社
32
人
（
13
人
）
、
北
海
道

支
社
13
人
（
１
人
）
、
東
北
支
社
16

人
（
１
人
）
、
関
東
支
社
37
人
（
３

人
）
、
東
海
支
社
16
人
（
２
人
）
、
関

西
支
社
57
人
、
九
州
支
社
13
人

（
１
人
）
と
、
契
約
社
員
か
ら
正
社

員
へ
転
換
し
た
20
人
（
19
人
）
。
Ｊ

Ｒ
貨
物
の
制
度
に
基
づ
い
て
契

約
社
員
か
ら
転
換
し
た
正
社
員

の
入
社
は
本
年
度
が
初
め
て
で
、

新
卒
社
員
の
採
用
は
昨
年
度
に

続
き
２
年
連
続
と
な
っ
た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

北海道 17年連続の
ベアゼロ

基本給×0.25％
（平均賃金
改善額
1,328円）

※前年
1,050円

1,300円 300円増

450円増

同　額

1,200円

17年連続の
ベアゼロ

※今年度の決算結果を踏まえ、夏季手当と同時に回答予定

300円
（嘱託社員
200円）

300円
（19年振り
のベア）

会社名
ベ　ア 前年比

賃金改善

その他
定期昇給 諸手当改善等

回
答
日

妥
結
日

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

定期昇給

昇給係数4

標準乗数4

基準昇給

定期昇給

定期昇給

定期昇給4号
俸実施

3/16

3/16

3/15

3/14

3/23

3/16

3/16

3/20

3/19

3/19

3/16

3/23

3/20

3/23

ソフト
バンク

　

　

　

　

  

　

  
   

【2018年春闘各社回答内容について】 2018年3月23日現在

●嘱託社員、①賃金改定
とは別に1,000円引き上
げる②期末手当Aの基
準額に1,200円を加算

●55歳の社員について
は、特に一25,000円を
支給する

●グリーンスタッフは、
基本賃金に500円を加
える

●契約社員の時間給に
10円加算●シニア社
員・シニアリーダー社員
の1,200円加算

●社員・地域社員および嘱
託再雇用社員に一時金一
律50,000円支給する

●エキスパート社員の夏季
一時金は基本賃金及び高
年齢調整手当の合計額の
2.34ヵ月支給

●スタッフについては、夏季
手当に10,000円を加算●
エルダースタッフについて
は、20,000円を支給する

●初任給については、
5,000円を加える

●シニア社員の精励手当の増
額、特別精励手当の新設●契約
社員の精励手当の増額●（厚生
関係）ジェイアールウエスト倶楽
部の導入・帰省等交通費の改正

●55歳の社員について
は、基本給に1,800円を
加算する●嘱託社員は
基本給に300円加算

国
労
は
、
本
年
１
月
27
日
に
開
催
し
た
第
１
８
８
回
拡
大
中
央
委
員
会
で
決

定
さ
れ
た
新
賃
金
１
万
２
０
０
０
円
の
引
き
上
げ
等
を
柱
と
し
た
８
項
目
の

要
求
を
掲
げ
18
春
闘
を
闘
っ
て
き
た
。

2018春闘

北
海
道
・
四
国
の
２
社
は
17
年
連
続
ベ
ア
・
ゼ
ロ

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
各
社
の
２
０
１
８
年
度
入
社
式
が
４
月
２
日
に
各

地
で
行
わ
れ
た
。
交
通
新
聞
に
よ
る
と
、
新
年
度
の
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全

体
の
新
入
社
員
は
、
４
１
９
０
人
で
あ
る
。

◎
東
日
本
本
部
　
仙
台
地
本

福
島
県
支
部
　
郡
山
駅
連
合
分

会
（
東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス
出
向
）

渡
邉
力
さ
ん
　
59
歳
　
４
月
５

日
付
　
元
東
労
組

◎
東
日
本
本
部
　
仙
台
地
本

福
島
県
支
部
　
郡
山
設
備
分

会
・
仙
台
機
械
技
セ
郡
山
派
出

芳
賀
隆
さ
ん
　
57
歳
　
４
月
５

日
付
　
元
東
労
組

◎
西
日
本
本
部
　
近
畿
地
本

大
阪
地
区
本
部
　
大
阪
本
線
運

輸
分
会
　
運
輸
管
理
係
　
63
歳

４
月
１
日
付
　
西
労
組
　
　

◎
東
日
本
本
部
　
長
野
地
本

東
北
信
支
部
　
長
野
運
輸
区
分

会
・
　
長
野
駅
　
57
歳
　
４
月

１
日
付
　
元
東
労
組

◎
東
日
本
本
部
　
東
京
地
本

神
奈
川
地
区
本
部
　
大
船
支
部

藤
沢
駅
分
会
・
辻
堂
駅
　
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
社
員
　
中
山
成
昭
さ
ん

48
歳
　
４
月
１
日
付
　
未
加
入

◎
東
日
本
本
部
　
千
葉
地
本

成
田
分
会
　
成
田
駅
　
北
村
智

之
さ
ん
　
37
歳
　
４
月
１
日
付

元
東
労
組

◎
東
日
本
本
部
　
仙
台
地
本

宮
城
県
支
部
　
仙
台
信
通
区
分

会
・
仙
台
信
号
通
信
技
術
セ
ン

タ
ー
　
石
崎
正
さ
ん
　
31
歳

４
月
１
日
付
　
元
東
労
組

組
織
拡
大

速報

ＪＲ各社で入社式
新入社員を激励

入
社
お
め
で
と
う
！
　
国
労
東
日
本
本
部
が
取
り
組
ん
だ
Ｊ
Ｒ
東
日
本
入
社
式
行
動

交運労協
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全
国
集
会
は
11
時
30
分
か
ら

公
園
内
で
ブ
ー
ス
が
開
店
し
た
。

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
12
時
30

分
か
ら
第
１
部
の
「
さ
よ
う
な
ら

原
発
ラ
イ
ブ
」
が
開
催
さ
れ
、
ゼ

ロ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
と
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
が

歌
を
披
露
し
た
。

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
松
村
真
澄

さ
ん
の
司
会
で
、
13
時
30
分
か
ら

第
２
部
が
開
催
さ
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
作
家
の

落
合
恵
子
さ
ん
が
、
原
発
を
推
進

す
る
安
倍
政
権
を
厳
し
く
糾
弾

し
、
さ
よ
う
な
ら
原
発
を
呼
び
掛

け
た
。

被
災
地
フ
ク
シ
マ
か
ら
、
脱
ひ

ば
く
子
ど
も
裁
判
の
会
の
片
岡

輝
美
共
同
代
表
、
被
爆
労
働
者
で

東
京
電
力
に
対
し
損
賠
裁
判
を

闘
っ
て
い
る
あ
ら
か
ぶ
さ
ん
、
自

主
避
難
者
の
長
谷
川
克
己
さ
ん

が
フ
ク
シ
マ
の
今
を
伝
え
、
フ
ク

シ
マ
を
風
化
さ
せ
ず
に
、
共
に
闘

お
う
と
訴
え
た
。

元
東
海
村
村
長
の
村
上
達
也

さ
ん
は
、
東
海
第
二
原
発
再
稼
働

の
危
険
性
に
つ
い
て
述
べ
、
韓
国

か
ら
は
核
再
処
理
実
験
阻
止
30

キ
ロ
連
帯
実
行
委
員
会
の
イ
・

キ
ョ
ン
ジ
ャ
委
員
長
が
、
核
実
験

で
地
球
を
汚
染
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
述
べ
た
。

フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
報
告
で
は
、
国
労
本
部
の
中
嶋

青
年
部
長
、
大
北
副
青
年
部
長
も

登
壇
し
、
若
者
達
に
よ
る
脱
原
発

の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

脱
原
発
法
案
に
関
し
て
、
原
発

ゼ
ロ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連

盟
の
河
合
弘
之
事
務
局
長
、
立
憲

民
主
党
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の

逢
坂
誠
二
会
長
か
ら
法
案
の
意

義
が
説
明
さ
れ
た
。

戦
争
さ
せ
な
い
９
条
壊
す

な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
の
福
山
真
劫
共
同
代
表
と
閉

会
挨
拶
に
立
っ
た
ル
ポ
ラ
イ
タ

ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
か
ら
安
倍
政

権
打
倒
が
訴
え
ら
れ
て
集
会
を

終
え
た
。

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」
一
千
万
署
名
市
民
の
会
主
催
に
よ
る
「
い
の

ち
を
守
れ
　
く
ら
し
を
守
れ
　
フ
ク
シ
マ
と
共
に
３
・
21
さ
よ
う

な
ら
原
発
全
国
集
会
」
が
、
３
月
21
日
に
東
京
都
代
々
木
公
園
Ｂ
地

区
に
て
開
催
さ
れ
、
雪
と
み
ぞ
れ
の
降
る
厳
し
い
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
労
働
者
・
市
民
１
２
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

東京・代々木公園で開催された3.21さよなら原発全国集会

い
の
ち
を
守
れ

く
ら
し
を
守
れ

フ
ク
シ
マ
と
共
に

さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会

フ
ラ
ン
ス
の
国
鉄
労
働
者
が

３
月
22
日
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ

た
。
50
代
前
半
か
ら
退
職
年
金
を

受
給
で
き
る
優
遇
制
度
の
撤
廃

や
将
来
の
民
営
化
な
ど
、
マ
ク
ロ

ン
政
権
が
打
ち
出
し
た
国
鉄
改

革
に
反
対
す
る
行
動
だ
。
こ
の
日

は
教
師
や
看
護
師
、
航
空
管
制
官

ら
の
公
務
労
働
者
も
ス
ト
に
参

加
。
全
国
で
は
約
20
万
人
、
パ
リ

市
で
は
４
万
８
千
人
が
決
起
し

た
と
い
う
。

鉄
道
労
組
は
今
後
、
４
～
６
月

の
３
カ
月
で
36
日
間
ス
ト
を
行

う
計
画
を
立
て
て
い
る
。

マ
ク
ロ
ン
氏
は
昨
年
の
大
統

領
選
時
に
、
公
務
労
働
者
の
12
万

人
削
減
や
賃
金
凍
結
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
外
部
委
託
な
ど
を
公
約
。

公
務
労
組
は
昨
年
10
月
に
ス
ト

を
行
う
な
ど
、
反
発
を
強
め
て
い

た
。
国
鉄
改
革
も
、
そ
う
し
た
公

的
の
一
環
で
あ
る
。

４
月
以
降
、
マ
ク
ロ
ン
政
権
と

鉄
道
労
組
の
対
決
色
が
強
ま
る

の
は
必
至
。
そ
の
際
、
両
者
が
注

目
し
て
い
る
の
は
世
論
が
ど
う

動
く
か
だ
。

◎
複
雑
な
世
論

世
論
調
査
で
は
、
国
民
の

72
％
が
マ
ク
ロ
ン
政
権
の
国
鉄

改
革
に
賛
同
し
、
過
半
数
が
国

鉄
の
ス
ト
を
支
持
し
て
い
な

い
。
一
方
、
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
の

支
持
率
は
低
下
を
続
け
て
お

り
、
現
在
は
就
任
以
来
最
低
の

37
％
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
年

金
受
給
者
に
増
税
す
る
な
ど
他

の
改
革
が
必
ず
し
も
支
持
さ
れ

て
い
な
い
た
め
だ
と
い
う
。

報
道
に
よ
れ
ば
、
政
府
メ
ン

バ
ー
の
中
に
は
「
さ
ま
ざ
ま
な

不
平
不
満
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま

っ
て
政
府
に
向
か
う
事
態
は
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
意
見
も
あ
る
。

４
月
以
降
、
国
鉄
を
は
じ
め

と
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う

な
る
の
か
、
世
論
は
ど
う
動
く

の
か
、
目
が
離
せ
な
い
状
況
が

続
く
。

「
連
合
通
信
」

国
鉄
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
／
フ
ラ

ン
ス
／
処
遇
見
直
し
な
ど
に
反
対

森
友
学
園
疑
惑
徹
底
追
及
！

安
倍
内
閣
は
総
辞
職
を
！
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
緊
急
で
は
あ
っ
た

が
国
会
前
連
続
行
動
が
開
始
さ

れ
た
。

初
日
の
３
月
13
日
は
昼
の
集

会
が
12
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
１
０

０
０
人
が
国
会
議
員
会
館
前
に

結
集
し
た
。
野
党
各
党
か
ら
は
、

立
憲
民
主
党
の
逢
坂
誠
治
衆
議

院
議
員
、
社
民
党
の
福
島
瑞
穂
参

議
院
議
員
、
沖
縄
の
風
の
糸
数
慶

子
参
議
院
議
員
、
民
進
党
の
杉
尾

秀
哉
参
議
院
議
員
、
共
産
党
の
宮

本
岳
志
衆
議
院
議
員
が
登
壇
し
、

公
文
書
改
ざ
ん
と
い
う
森
友
問

題
の
新
た
な
転
換
を
踏
ま
え
、
各

党
が
疑
惑
の
徹
底
究
明
と
、
麻
生

太
郎
財
務
大
臣
と
安
倍
晋
三
総

理
の
責
任
を
追
及
す
る
と
と
も

に
、
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込

む
た
め
に
国
会
内
で
精
一
杯
闘

う
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
戦
争
を

さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会

の
山
本
圭
介
さ
ん
は
、
「
森
友
問

題
は
重
大
な
転
機
を
迎
え
て
い

る
。
民
主
主
義
の
根
幹
が
揺
り
動

か
さ
れ
て
い
る
。
全
容
解
明
を
求

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
者
は

責
任
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
安
倍
政
権
の
退
陣
を
求
め

て
、
こ
れ
か
ら
の
連
続
行
動
に
全

力
を
出
そ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

最
後
に
、
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
か
ら
の
行
動
提
起
を
全

体
で
確
認
し
行
動
を
終
え
た
。

国
会
前
連
続
行
動
は
、
３
月
13

日
・
14
日
夕
方
に
国
会
議
員
会

館
前
、
15
日
夕
方
は
国
会
正
門

前
、
16
日
昼
間
、
夕
方
の
国
会
議

員
会
館
前
と
連
続
で
続
け
ら
れ
、

国
会
で
の
審
議
状
況
を
踏
ま
え
、

翌
週
・
翌
々
週
と
継
続
さ
れ
３

月
28
日
ま
で
の
平
日
で
連
日
取

り
組
ま
れ
、
森
友
疑
惑
追
及
安
倍

内
閣
総
辞
職
を
訴
え
た
。

森
友
学
園
問
題
で
財
務
省
に
よ
る
公
文
書
改
ざ
ん
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
は
３
月
13
日
か
ら
国
会
前
連
続
行
動

を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
応
え
、
連
日
労
働
者
・
市
民
が
国
会
周
辺

に
結
集
し
て
い
る
。

緊
急
国
会
前
連
続
行
動

森
友
学
園
疑
惑
徹
底
追
及
！

安
倍
内
閣
は
総
辞
職
を
！

３
・
13
国
会
議
員
会
館
前
行
動

国会議員会館前の緊急抗議行動


